
〈

研
究

論
文
５

〉

前
期
西
田
哲
学
と
英
米
の
理
想
主
義
哲
学

序

本
論
稿

の
目
的

は
、
西
田
哲
学
の
形
成
過
程
と

英
米

の
理
想
主
義
哲
学
と

の
関
わ
り
を
明

ら
か
に

す

る
こ

と

に
あ

る
。
な

お
、
前
期
西
田
哲
学
と
は

「
絶
対
意
志
」
の
立
場
を
と
っ
て

い
た
大
正
時
代

ま

で

の

西
田
哲
学
の
こ
と

を
さ
し
、
英
米
の
理
想
主
義
哲
学
と

は
、
Ｔ

・
Ｈ

・
グ
リ

ー
ン
、
Ｊ

・
Ｒ

・

イ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
、
Ｊ
・
ロ
イ
ス
ら
を
さ
し
て
い
る
。

一

西
田
幾
多
郎
は
、
明
治
二
十
七
年
に
ヒ
ュ
ー
ム
に
関
す

る
論
文

を
作
成
し
、

翌
年
ご
ろ

か
ら
「

グ
リ

ー
ン
氏
倫
理
哲
学
の
大
意
」

を
書

い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
茅
野
良
男
説

に
従
え
ば
、
そ

の

翌
年

に

は
、
「
英
国
倫
理
学
史
」
を
完

成
さ
せ
て

い
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
西

田
が
イ

ギ
リ
ス
倫
理
学
の
研

究
か

芹
　
沢
　
英
　
利

ら
出
発
し
た
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
こ

の
こ
と
は
、
本
格

的
な
禅
修
行
を
開
始
す
る
以
前
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
田
哲
学
形

成
に
関

し
、
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
英
国
倫
理
学
史
」
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ヒ

ュ
ー
ム
、
功
利

主
義

な
ど
に
加
え
、
ケ
ン
プ
リ

ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
レ

ル
フ
・
カ
ッ
ド
ワ
ー
ス
や
調
和
的
世
界

の
楽
天
観

に
立
つ

シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
に

つ
い
て
も
述
べ
て
い
て
、
あ
る
程
度
評
価
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
田
は
、

大
陸
の
思
想
的
伝
統

に
近
い
イ

ギ
リ
ス
の
非
主
流
的

な
思
想
家
た
ち
に
、
興

味
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
仮
定
す

る
と
、
西
田
の
グ
リ
ー
ン
哲

学
研
究
も
極

め
て
自
然
な
こ
と

の
よ
う
に
思
え

る
。

二

西
田
は
、
イ
ギ
リ
ス
新
へ
ー
ゲ
ル
主
義
の
代
表
者
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
の

学哲義主酪の米英と学哲田西期前
１７



”
P
ｒ
ｏ
ｌ
ｅ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
　
ｔ
ｏ
　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｓ
”
を
研
究
し
。
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
た
め
「
グ

リ

ー

ン

氏

倫

理

哲

学

の

大

意

」

を

書

い

た

。

こ

の

研

究

に

よ

る

、

西

田

哲

学

形

成

に

対

す

る

影

響

に

関

し

て

は

、

先

行

研

究

の

成

果

の

上

に

つ

け

加

え

る

べ
き
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
筆
者
は
、
グ
リ
ー
ン
の
「
自
覚
的
主

観

者

」

の

思

想

の

影

響

に

つ

い

て

は

少

し

触

れ

て

お

き

た

い

。

グ

リ

ー

ン
研

究

を

し

て

い

る

時

、

友

人

に

送

っ
た

書

簡

の

中

で

、

西

田

は

「
唯

グ

リ

ー

ン

か

第

二

編

の

始

め

に

ｄ
ｅ
ｓ
ｉｒ
ｅ
 

ｐ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉｏ
ｎ

の

如

く

ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-

ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｏ
ｕ
ｓ
　ｓ
ｕ
ｂ
ｊｅ
ｃ
ｔ

の

働

き

に

由

て

生

し

ｂ
ｌ
ｉｎ
ｄ
　
Ｉｍ

ｐ
ｕ
ｌｓ
ｅ

と

異

な

り

と

云

え

る

処

最

も

大

切

な

る

様

に

て

、

後

は

言

語

上

の

争

の

様

に

御

座

侯

。」
（
十

八
、
三
〇
―
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
グ
リ
ー
ン
氏
倫
理
哲
学
の
大

意
」
も

「
自
覚
的
主
観
者
」
の
働
き
に
重
点

を
置
い
た
要

約
に
な
っ
て
い
る

よ
う

に
思

え
る
。
そ

し
て

、
グ
リ
ー
ン
研
究
以

降
、
西

田
は
「
自
覚
」
、
「
自

覚
的
主
観
」
と
い
う
語

を
用

い
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、

筆

者

は
、
グ
リ
ー
ン
の
「
自

覚
的

主
観
」

の
考
え
方
が
西
田

に
刺
激

を
与
え
、

「
自
覚
」
の
問
題

に
興
味

を
抱

か
せ

る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
は

な

い

か

と
推

測
す

る
。

も
う
一
つ
、
グ
リ

ー
ン
の
影

響
で
、
後
年

の
西
田
哲
学
形
成

に
と

っ
て
大

き
な
も
の
と
し
て

、
「
意
志
」

に
つ
い
て

の
考
え
方
が
挙

げ

ら

れ

る
。
上
記

の
書
簡
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
西

田
は
第
二
編
の
「
意
志
論
」
を
高
く
評

価

し
て
い
る
。
こ

の
こ
ろ

か
ら
、
西
田
の
主
意
主
義
的
傾
向

は
強

め
ら

れ
、

明

治
三
十

五
年
ご
ろ

の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
の
主
意

主
義

が
ヘ
ー
ゲ
ル
的

主
知
主
義

よ
り

ｄｅｅｐ

だ
と

い
う
書
簡
、
そ
し
て
明
治
三
十
九
年
の

「
自
覚

主
義
」
な
ど
で

、
は

っ
き
り
と

主
意
主
義
的
に
な

っ
て

い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
リ

ー
ン
哲
学
の
研

究
を
通
し
て
、
西

田
は
、
主
意

主
義

的
に
な

っ
て

い
っ
た
と
考

え

ら

れ
る

が
、
次
第

に
グ
リ

ー
ン

よ

り

も
「
意

志
」

を
重
視

す
る
よ
う
に
な
り
、
グ
リ

ー
ン
を
主
知
主
義
的
だ
と
し
て

、
批

判
的
に
見

る
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
、
か
と
い

っ
て
、
西
田
は
理
想
を
欠
く

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
的
主
意

主
義
に
同
調

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で

、
両
者
の
統
合
を

求

め
、
「

主
意
主
義
者
」
で

あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
新
理
想

主
義

の
流
れ
を
汲
む
、
Ｊ

・

ロ
イ
ス
の
受

容
が
始
ま
る
。
明

治
四
十
年
八
月

二
十
六
日
の
日
記
に
、
「
学
校
よ
り
ロ
イ
ス
及
シ
ョ
ペ
ン
（
ハ
ウ
ア
ー
）
氏
の

伝
を
か
り
来
り
て
よ
む
」（
十
七
、
一
八
八
）
と

あ

る
。
こ

の

ロ
イ

ス
哲
学
の

受
容
に
つ
い
て

は
後
で
述
べ
る
。

三

明

治

四

十

一

年

十

二

月

十

七

日

の

西

田

の

日

記

に

、

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

と

い

う

思

想

家

の

本

を

借

り

た

と

い

う

記

述

が

あ

る

（

十

七

、

二

一

三

）
。

こ

の

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

と

は

、

ジ

ョ

ン

・

リ

チ

ャ

ー

ド

ス

ン

・

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

（
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ

　
Ｒ

ｉｃ
ｈ
ａ
ｒ

ｄ
ｓ
ｏ
ｎ

　
１
１
１
１ｎ
ｇ
w

ｏ
ｒ

ｔ
ｈ

　
１
８
４
８
-

１
９
１
５
）

の

こ

と

で

あ

る

。

イ

リ

ン

ダ

ワ

ー

ス

は

、

グ

リ

ー

ン

哲

学

を

応

用

し

、

キ

リ

ス

ト

教

信

仰

の

解

明

を

し

、

カ

ト

リ

シ

ズ

ム

と

近

代

主

義

の

総

合

を

計

っ

た

イ

ギ

リ

ス

の

神

学

者

で

あ

る

。

グ

リ

ー

ン

哲

学

の

影

響

を

受

け

た

『

ラ

ッ

ク

ス

・

ム

ン

デ

ィ

』

学

派

の

一

人

と

し

て

も

知

ら

れ

、

英

国

教

会

の

聖

職

者

で

も

あ

る

人

物

で

あ

る

。

著

書

と

し
て
は
、
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
　
I
m
m
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
”
，
　
”
Ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
”
,
　
”
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
-

２７



t
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｅ
ｒ
"
,
 
"
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
"
な
ど
が
挙
げ

ら

れ

る

。

こ

の

中

で

、

西

田

が

確

実

に

読

ん

で

い

る

の

は

、

Ｐ

ｅ
ｒ
ｓ

ｏ

ｎ

ａ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

ｈ

ｕ

ｍ

ａ

ｎ

　
ａ

ｎ

ｄ

　
ｄ

ｉｖ

ｉ
ｎ

ｅ

”

で

あ

る

。

西

田

は

、

『

善

の

研

究

』

で

、

宇

宙

は

神

の

人

格

的

発

現

で

は

あ

る

が

、

神

は

宇

宙

の

進

行

を

離

れ

た

主

観

的

精

神

の

よ

う

な

者

で

は

な

い

と

グ

リ

ー

ン

と

そ

の

一

派

を

批

判

し

た

後

で

、

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

か

ら

の

引

用

を

し

て

い

る

。

お

そ

ら

く

、

西

田

は

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

が

グ

リ

ー

ン

の

影

響

を

受

け

た

神

学

者

だ

と

知

っ

て

、

そ

の

著

書

を

読

み

始

め

た

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

か

ら

も

、

西

田

は

「

自

覚

」

に

つ

い

て

の

影

響

を

受

け

た

と

思

わ

れ

る

。

西

田

は

、

『

善

の

研

究

』

に

お

い

て

、

「

イ

リ

ン

グ

ウ

ォ

ル

ス

と

い

う

人

は

『

人

お

よ

び

神

の

人

格

』

と

題

す

る

書

中

に

お

い

て

、

人

格

の

要

素

と

し

て

自

覚

、

意

志

の

自

由

、

お

よ

び

愛

の

三

つ

を

あ

げ

て

い

る

。
」

（

一

、

一

八

三

）

と

述

べ

て

い

る

。

こ

れ

に

対

応

す

る

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

自
身
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
く
と
、
"
Ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｅ

，

ｔ

ｈ

ｅ
ｎ

，
　

ａ

ｒ
ｅ

　

ｔ

ｈ

ｅ

　

ｃ
ｏ

ｎ

ｓ

ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
-

ｅ
ｎ
ｔ
　
ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

，
　
ａ
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
―
―
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
，
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｐ

ｏ
w

ｅ
ｒ

　
ｏ

ｆ

　
ｓ

ｅ

ｌ
ｆ
-
ｄ

ｅ

ｔ
ｅ
ｒ

ｍ

ｉ
ｎ

ａ

ｔ
ｉ

ｏ

ｎ

，
　
ａ

ｎ

ｄ

　
ｄ

ｅ
ｓ

ｉ
ｒ
ｅ

ｓ

　
w

ｈ

ｉ
ｃ

ｈ

　

ｉｒ

ｒ
ｅ

ｓ

ｉ
ｓ

ｔ
ｉ
ｂ

ｌｙ

　
ｉ

ｍ

Ｉ

ｐ
ｅ
ｌ
　
ｕ
ｓ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
　
c
o
m
m
ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
　
w
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ｓ
―
―
ｏ
ｒ
，
　
ｉ
ｎ
　
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
w
ｏ
ｒ
ｄ
，

ｒ

ｅ
ａ

ｓ
ｏ

ｎ

，　
w

ｉ
ｌ
ｌ

，
　
ａ

ｎ

ｄ

　
ｌ

ｏ
ｖ

ｅ

．
"

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

以

降

、

西

田

は

、

人

格

の

要

素

と

し

て

自

覚

を

考

え

る

よ

う

に

な

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

そ

の

こ

と

は

、

西

田

の

「

人

格

の

唯

一

性

は

自

覚

性

に

あ

る

や

う

に

も

見

え

る

。

自

分

で

自

分

の

こ

と

を

知

っ

て

居

る

こ

と

が

、

人

格

を

し

て

他

の

物

と

異

な

ら

し

め

る

所

で

あ

る

。
」

（

十

六

、

三

四

七

）

と

い

う

言

葉

な

ど

か

ら

知

ら

れ

る

。

こ

の
よ

う

に
、

イ

リ

ン

グ

ワ

ー
ス

の

「
自

覚

」

に

つ

い
て

の

考
え

方

を

検
討

し

つ
つ

、

西

田

は

「
自

覚
」

に
つ

い

て

考

え

て

い

っ

た
と
思

わ

れ

る
が

、
や

は
り

イ

リ

ン
グ

ワ

ー

ス
も

グ

リ

ー

ン
と

同

様

に

、

主
知

主

義

的

だ

と

し
て

、

批

判

的

に
見

て

い

る
と

こ

ろ
も

あ

る

。
『
善

の
研

究

』

で

の

イ

リ

ン

グ
ワ

ー

ス

の
引

用

の
後

で

、

西

田

は
、

自

覚

と

は

部

分
的

意

識
体

系

が
全

意
識

の
中

心

に

お

い

て
統

一
さ

れ

る
場
合

に
伴

う
現

象

で

あ

り

、
知

的

反

省

の

上

に

は

な

く
、

意

志

活

動

の
上

に
あ

る
も

の

だ
と

述

べ

て

い
る

。

ま

た
、

イ

リ

ン

グ
ワ

ー
ス

の

「
意

志

の

自

由

」

が

即

ち

「
一
般

者

の
自

己

限

定

」

だ
と

い
う

思

想

の
影
響

も

「
自

覚

」

に
つ

い
て

の
思

想

と

並

ん
で

重

要

だ
と

い
え

よ
う

。
西

田

は
意

志

の
自

由

の

「
自

由

」

と

は

必
然

的

自
由

と

い

う
意

味

で
あ

る
と

述

べ

、

さ

ら

に
次

の

よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

「
個

人

的

人

格

の
要
素

た

る
意

志

の
自

由

と

い
う

こ

と

は

一
般

的

な

る

者

が

己
自

身

を
限

定

す

る

ｓ
ｅ
ｌｆ
-ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ

ｉｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

の

謂

で
あ

る
。

三
角

形

の

概

念

が
種

々

の
三

角
形

に
分

化

し
得

る
よ

う

に
、

或

一
般

的

な

る

も

の

が
そ

の

中

に
含

め
る
種

々
な

る
限

定

の
可

能

を

自

覚

す

る

の
が
自

由

の

感

で

あ

る

。
全

く

基
礎

の

な

い
絶

対

自

由

意

志

よ

り

は

か
え

っ
て

個
人
的
自
覚
は
起
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
」
（
一
、
一
八
七
―
一
八
八
）

こ

の

言

葉

は

、

後

年

の
西

田

哲

学

の

「
一

般
者

の
自

己

限

定

」

の
萌

芽

の

よ

う

な

も

の

と
思

わ
れ

る

が

、
”ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-ｄ
ｅ
ｔｅ
ｒ
ｍ

ｉｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
”
と

い

う

表

現

が

さ

れ

て

い

る
こ

と

か
ら

し

て

、
イ

リ

ン
グ

ワ

ー

ス

の
著

作

か
ら

の
引

用

と
思

わ

れ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

こ

の
思

想

は

本
来

ヘ

ー

ゲ

ル

の
も

の

で

、
Ｔ

・
Ｈ

・

グ

リ
ー
ン
や
Ｅ
・
ケ
ア
ー
ト
も
"
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
"
と
い
う
言
葉
を
用
い

学哲皿想四″と学略ｍ
り前

－
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て

い

る

。

し

か

し

、

グ

リ

ー

ン
研

究

を

し

て

い

た

頃

に

は

用

い

ず

、

こ

の

時

期

に

用

い

て

い

る

と

い

う

こ

と

、

英

語

で

表

現

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

か

ら

、

イ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
の
"
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
"
か
ら
の
引
用

と

思

わ

れ

る

。

そ

し

て

、

む

し

ろ

こ

の

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

思

想

の

受

容

が

、

ヘ

ー

ゲ

ル

哲

学

の

方

向

へ

西

田

哲

学

を

導

い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

西

田

哲

学

は

、

こ

の

時

期

以

降

、

カ

ン

ト

哲

学

的

方

向

か

ら

ヘ

ー

ゲ

ル

哲

学

的

方

向

へ

と

次

第

に

向

き

を

変

え

て

い

く

が

、

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

の

思

想

は

、

西

田

哲

学

の

カ

ン

ト

哲

学

的

側

面

と

ヘ

ー

ゲ

ル

哲

学

的

側

面

を

結

び

つ

け

る

役

を

担

っ
て

い

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

の

考

え

た

人

格

の

三

要

素

の

最

後

の

も

の

で

あ

る
「

愛

」

も

西

田

哲

学

に

影

響

を

与

え

て

い

る

。

西

田

は

『
善

の

研

究

』

に

お

い

て

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。

「

イ

リ

ン

グ

ウ

ォ

ル

ス

は

『

一

の

人

格

は

必

ず

他

の

人

格

を

求

め

る

、

他

の

人

格

に

お

い

て

自

己

が

全

人

格

の

満

足

を

得

る

の

で

あ

る

。

即

ち

愛

は

人

格

の

欠

く

べ

か

ら

ざ

る

特

徴

で

あ

る

』

と

い

っ
て

い

る

」
（

一
、

一
九
三
―
一
九
四
）

こ

の

よ

う

に

、

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

を

引

用

し

、

更

に

西

田

は

、

『
愛

に

お

い

て

二

つ

の

人

格

が

互

に

相

尊

重

し

相

独

立

し

な

が

ら

而

も

合

一

し

て

一

人

格

を

形

成

す

る

の

で

あ

る

。

か

く

考

へ

れ

ば

神

は

無

限

の

愛

な

る

が

故

に

、

凡

て

の

人

格

を

包

含

す

る

と

共

に

凡

て

の

人

格

の

独

立

を

認

め

る

と

い

ふ

こ

と

が

で

き

る

。」
（
一

、

一

九

四

）

と

述

べ

て

い

る

。

こ

れ

は

大

正

八

年

の

西

田

の

講

演

で

の

言

葉

に

引

き

継

が

れ

、

次

の

よ

う

な

も

の

に

な

る

。

「

知

識

の

竟

ま

る

と

こ

ろ

人

格

と

な

り

、

こ

の

人

格

は

す

で

に

ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
-

ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
ｉａ

　
ｏ
ｐ
ｐ

ｏ
ｓ

ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
m

で

あ

る

が

、

ｃ
ｏ
ｉ
ｎ

ｃ
ｉ
ｄ

ｅ
ｎ

ｔ
ｉａ

　
ｏ
ｐ
ｐ

ｏ
ｓ

ｉ
ｔ

ｏ
ｒ
ｕ
m

の

結

合

す

る

も

の

が

神

又

は

仏

で

あ

っ

て

、

愛

が

神

や

仏

の

本

質

で

あ

る

。
」
（

十

四

、

二

九

九

）

「
愛
」
か
ら
"
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
　
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
m
”
へ
そ
し
て
そ
こ
か
ら
後
年
の

「

絶

対

矛

盾

自

己

同

一

」

へ

と

い

う

思

想

の

発

展

過

程

が

こ

こ

か

ら

看

取

さ

れ

な

い

だ

ろ

う

か

。

以

上

の

よ

う

な

西

田

哲

学

に

対

す

る

イ

リ

ン

グ

ワ

ー

ス

の

思

想

的

影

響

は

、

従

来

指

摘

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

だ

け

に

更

な

る

研

究

の

必

要

性

を

強

調

し

て

お

き

た

い

。

四

先

述

の

よ

う

に

、

西

田

は

ロ

イ

ス

哲

学

を

受

容

し

て

い

る

。

そ

れ

ほ

ど

重

要

な

意

味

は

持

た

な

い

が

、

西

田

が

最

初

に

ロ

イ

ス

の

哲

学

に

言

及

し

た

の

は

、

『

善

の

研

究

』

に

お

い

て

で

あ

る

。

こ

の

『

善

の

研

究

』

に

お

け

る

言

及

か

ら

、

こ

の

時

期

既

に

西

田

が

ロ

イ

ス

の

”
Ｔ

ｈ
ｅ

　
W
o

ｒ

ｌ
ｄ

　ａ

ｎ

ｄ

　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｉ
ｎ
-

ｄ
ｉｖ

ｉ
ｄ
ｕ

ａ

ｌ
”

と

”
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ

ｔ
ｉｏ

ｎ

　
ｏ
ｆ
　
I
m
m
o

ｒ

ｔ
ａ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

”

を

読

ん

で

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

更

に

『

善

の

研

究

』

以

外

に

も

「

純

粋

経

験

に

関

す

る

断

章

」

に

お

い

て

言
及
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
『
此
』
は
ｕ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
で
あ
る
。
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
で
あ
る
。
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
は
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ｕ

ｎ

ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ

ｌ

で

絶

対

で

あ

る

。

ｔ
ｈ

ｉ
ｓ

は

い

つ

で

も

ｃ
ｅ
ｎ

ｔ
ｒ
ｅ

　
ｏ
ｆ
　
W
o

ｒ
ｌ
ｄ

で

あ

る

。

ロ

イ

ス

の

い

ふ

様

に

（

是

）

は

意

思

の

ｆ
ｕ

ｌ
ｌ
　
ｒ
ｅ
ａ

ｌ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ

ウ

エ

ル

の

意

思

は

ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ａ

ｌ
　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｔ

な

り

と

い

ふ

意

に

も

適

合

す

る

。
」
（

十

六

、

二

八

八

）

と

い

う

記

述

が

注

目

に

価

す

る

。

前

記

の

日

記

の

記

述

も

あ

わ

せ

て

考

え

る

と

、

西

田

の

ロ

イ

ス

哲

学

の

受

容

が

当

初

か

ら

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ

ウ

ア

ー

の

受

容

と

深

く

関

連

し

て

い

た

こ

と

、

ロ

イ

ス

哲

学

と

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ

ウ

ア

ー

の

"
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ

ｌ
　ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｔ
"

の

思

想

が

関

係

し

て

い

る

と

西

田

が

考

え

て

い

た

こ

と

が

、

推

察

し

得

る

。

こ

の

こ

と

は

、

西

田

と

ロ

イ

ス

が

共

に

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ

　
m
o

―

ｍ

ｅ
ｎ

ｔ

重

要

な

概

念

に

し

て

い

る

こ

と

の

思

想

史

的

背

景

と

し

て

考

え

ら

れ

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

"
ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｔ

　ｍ

ｏ
ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
"

両

者

が

共

に

重

要

な

概

念

と

し

て

用

い

て

い

る

こ

と

は

、

実

は

既

に

海

外

の

研

究

者

キ

ム

（

Ｈ

ａ

　
Ｔ
ａ
ｉ
　
Ｋ

ｉｍ

）

に

よ

っ

て

指

摘

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

キ

ム

は

そ

れ

だ

け

で

な

く

全

体

的

に

西

田

と

口

イ

ス

を

比

較

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

"
Ｂ

ｙ

　
ｓ
ｕ

ｂ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ

ｔ
ｉｎ

ｇ

　
ｔ
ｈ
ｅ

　
ｔ
ｅ
ｒ
m

　
"
ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
"
　
ｆ
ｏ
ｒ

　
ｔ
ｈ
ｅ

　
ｔ
ｅ
ｒ
m

"
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
"
.
　
Ｒ
ｏ
ｙ
ｃ
ｅ
'
ｓ
　
"
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
 
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
"
 
a
t
 
o
n
c
e

ｂ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
　
Ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ａ
'
ｓ
　
”
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
．
"

と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
。
"
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
"
と
は
、
ロ
イ

ス

哲

学

の

重

要

な

概

念

で

あ

り

、

通

常

「

自

己

代

表

的

体

系

」

と

訳

さ

れ

て

い
る
。
”
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
”
と
は
「
自
覚
的
体
系
」
の
こ
と
で
あ
る
。

他

に

も

、

キ

ム

は

、

ロ

イ

ス

の

概

念

で

あ

る

「

実

無

限

」

の

影

響

を

西

田

が

受

け

て

い

る
こ

と

、

ロ
イ

ス

の
用

い

て

い

た

「
極
限

概

念

」

を

西

田
も

用

い

て

い

る

こ
と

な
ど

の

指

摘

を
し

て

い

る
。

以

上

の

よ

う

に
、

ロ
イ

ス
と

西

田

の
思

想

的

影

響

関

係

と
し

て

考

え

ら

れ

る

ほ
と

ん

ど

す

べ

て

の

こ

と

を

キ

ム
は

指

摘

し
て

い

る
。

こ

れ

ら

の

内

”ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
"
に

つ

い
て

は

、

先

に

私
見

を
述

べ

て

お

い

た

が

、
他

の
影

響

関

係

に

つ

い
て

私

な

り

の

検

討

を

次

に

加
え

て

お
く

。

西

田

は

「
論

理

の

理
解

と

数

理

の

理
解

」

に

お
い

て

、

「

ロ
イ

ス

は

ヘ

ー

ゲ

ル
の

無

限

の
定

義

を

な

お
不

精
確

で

あ

る
と

な

し
、

数

学

者

の

カ

ン

ト

ル
や

デ
デ

キ

ン
ト

な

ど

の
考

を
以

て

無

限

に

関

す

る

最

も

明

晰

な

る
定

義

と

考

え

て

い

る
（
省
略
）
。

デ
デ

キ

ン

ト
に

よ

れ

ば

、

或

体

系

が

自

分

の
中

に
自

分

を

写

し
得

る
時

に
無

限

で

あ

る
（
省
略
）
、

即

ち

ロ
イ

ス

の

い

わ
ゆ

る
自

己

代

表

的

体

系
（
省
略
）
が

無
限

で

あ

る
。」

（
一
、
二
六
四
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
西
田
が
ロ
イ
ス
の
”
Ｔ
ｈ
ｅ
　
W
o
ｒ
ｌ
ｄ
　
ａ
ｎ
ｄ

ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
”
を
読
み
、
ロ
イ
ス
の
引
用
し
た
カ
ン
ト
ー
ル
―
デ
デ
キ

ン

ト

の

無
限

論

と

デ

デ

キ
ン

ト

の
集

合
論

、

そ

し

て

ロ
イ

ス
の

「
自

己
代

表

的

体

系

」

の

影
響

を
受

け

て

い

た

こ
と

が

わ

か

る
。

な

お
、

カ

ン
ト

ー
ル
も

デ

デ

キ

ン
ト

も
実

無

限

の

問

題

や

集

合
論

の
研

究

で

知

ら

れ

る

ド
イ

ツ

の
数

苳

者

で

あ

る
。

西

田

は

「
論

理

の

理

解
と

数

理

の

理

解

」
で

、

デ
デ

キ
ン

ト

の

『
数
と
は
何
か
、
何
で
あ
る
べ
き
か
』

の
第
五
節
「
有
限
と
無
限
」
か
ら

引

照
し
、
反
省
的
意
識

に
つ
い
て
説
明

を
し
て
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
口

イ

ス
だ
け
で
な
く
ロ
イ
ス
が
引
用

し
た
デ
デ
キ
ン
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
文

学哲義主想理の米英と学哲田西期前
に
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か

ら

も

西

田

は

引

用

し

て

い

る

。
し

か
し

、

も

ち

ろ

ん

ロ
イ

ス
か

ら

の
孫

引

き

で

な

い

も

の

の

、

文
章

の
流

れ

か
ら

し

て

ロ
イ

ス

の

論

文

を
下

敷

き
と

し

て

、

デ

デ

キ
ン

ト

の

集

合

論

を
考

え

て

い

る
の

で

は

な

い

か

と
思

わ

れ

る

の

で
あ
る
。
デ
デ
キ
ン
ト
の
”
Ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌ
ｔ
"
の
思
想
を
例
証
す

る

た

め

、

ロ
イ

ス

の

「
英

国

の
地

図

」

を

例

と

し

た

説
明

を

西

田

が
引

用

し

て

い

る

こ

と

も
そ

の
根

拠

の

一
つ

で

あ

る

し

、

そ

も

そ

も

デ

デ

キ

ン

ト
の

集

合

論

を

先

に
受

容

し

た

の
で

あ

れ

ば

、
「

自

己
代

表

的
体

系
」

な

ど

と

い

う

他

の

哲
学

者

の
概

念

な

ど
用

い
な

い

だ

ろ

う

と

い

う

こ
と

も
根

拠

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

。

更

に
、

ロ

イ

ス

の

「
自

己

代
表

的
体

系

」

の
影

響

を
受

け

西

田

の

「
自

覚

的
体
系
」
が
成
立
し
た
と
い
う
キ
ム
の
指
摘
は
、
西
田
の
『
自
覚
に
於
け
る

直

観
と
反
省
』
の
序
か
ら
妥
当

な
も
の
と
推
察
で
き
る
。
西

田
は
、
自
覚
的

体
系
の
形

式

に
よ

っ
て
す
べ
て

を
説
明
し
よ
う
と
い
う
考
え

の
示
唆

を
得
た

の
は

ロ
イ
ス
の

『
世
界
と
個
人
』

の
第
一
巻
の
附
録
で
あ

っ
た
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
（
二
、
三
）
。

キ

ム
は
西
田
と

ロ
イ
ス
が
共

に
「
極
限
概
念
」
を
用

い
て

い
る
と
指
摘
し

て

い
る
が
、
そ
れ
以

上
の
こ
と

は
述
べ
て
い
な
い
。
西

田
の
「
極
限
概
念
」

は
従
来
マ

ー
ル
ブ
ル
ク
学
派

の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
し

か
し

、
「
連
続
的
な
る
も
の
は
（
省
略
）
自
覚
的
体
系
で

な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
二
、
一
六
五
）
と
考
え
て

い
た
西
田
は
、
自
己
代
表
的
体
系

を
説
明

す

る

た

め
「
極
限
概
念
」

を
用
い
た

ロ
イ
ス
に
接
近
し
て

い
る
し
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク

学
派

の
「
極
限
概
念
」
よ
り

ロ
イ
ス
の
「
極
限
概
念
」

の
方
が
先
に
西

田
に

影

響

を

与

え

た

と

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

明

治

四

十

四

年

に

西

田

は

「
真

理

と

い

ふ

の

は

、

経

験

が

自

分

を

超

越

し

て

外

界

の

実

在

に

対

応

す

る

の

で

は

な

く

、

経

験

の

発

展

し

た

も

の

が

真

理

で
あ
る
。
〔
ロ
イ
ス
、
■
〕
」
（
十
五
、
二
〇
七
）
と
述
べ
て

い

る

。

こ

れ

は

後

に

『
自

覚

に

於

け

る

直

観

と

反

省

』

で

も

形

を

変

え

て

現

れ
て
い
る
が
（
二
、
七
一
―
七
二
）
、
Ｔ
ｈ
ｅ
　
W
o
ｒ
ｌ
ｄ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
”

の

一

巻

の

愛

や

希

望

の

対

象

と

な

る

個

の

限

定

で

あ

る

理

念

と

し

て

の

極

限

を

説

明

し

よ

う

と

し

て

い

る

箇

所

か

ら

の

引

用

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

、

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

学

派

の

「
極

限

概

念

」

に

対

す

る

言

及

が

見

ら

れ

る

の

は

大

正

時

代

に

入

っ

て

か

ら

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

ロ

イ

ス

研

究

が

「
極

限

概

念

」

受

容

の

契

機

と

な

っ

た

と

見

て

ま

ず

間

違

い

あ

る

ま

い

。

最
後
に
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
だ
が
一
言
申
し
添
え
て
お
き
た
い
こ
と

が

あ

る

。

ロ

イ

ス

の

「
自

己

代

表

的

体

系

」

は

言

い

換

え

れ

ば

「
自

己

表

現

的
体
系
」
で
あ
る
。
ロ
イ
ス
は
更
に
”
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
-
ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
"
と
い
う
概

念

も

用

い

て

い

て

、
「

自

己

表

現

」

の

思

想

と

い

う

べ

き

も

の

を

も

っ
て

い

る

。

こ

の

ロ

イ

ス

の

思

想

は

後

年

の

西

田

の

「
自

己

表

現

」

の

思

想

や

ラ

イ

プ

ニ

ッ

ツ

哲

学

受

容

と

何

ら

か

の

関

わ

り

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

な

い

だ

ろ

う

か

。こ

の

よ

う

に

、

ロ

イ

ス

か

ら

の

影

響

は

大

き

く

、
「
自

覚

的

体

系

」

形

成

の

上

で

重

要

だ

が

、

そ

れ

に

と

ど

ま

ら

ず

、

最

終

的

立

場

で

あ

る

「
絶

対

矛

盾

自

己

同

一

」

到

達

へ

の

「
無

限

集

合

」

や

「
自

己

代

表

的

体

系

」

が

与

え

た

影

響

も

重

要

な

も

の

が

あ

る

の

で

あ

る

。

戸
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結
　
　

び

以

上
の
考

察
か
ら
、
西
田
哲
学
の
形

成
過
程
と
英
米
の
理
想

主
義
と

の
深

い
関
係
を
あ
る
程
度
解
明
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。

両
者
の
相
違
点

は
、
西
田

の
方
が
よ
り
ド
イ
ツ
理
想
主
義

に
近
く
直
観
を

重
視
し
主
知
主
義

に
批
判
的
だ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
西

田
哲
学

は
合
理

主
義

を
超
え
た
「
絶
対
矛
盾
自
己
同
一
」

の
立
場
へ
向
か
う
哲
学
で

あ
り
、
そ
こ

が
独
自
性
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。

受

容
の
意

義
は
、「
自
己
意
識
」
の
分

析
か
ら
「
実
在
」
へ
迫
ろ
う
と
す

る

方

向
、「
実
在
」
を
数
理
を
用

い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
方

向
へ
と
西
田
哲
学

の
歩
み
を
促
し
、
西
田
哲
学
を
今
日
的
な
「
反
省
的
形
而
上
学
」

に
近

づ
け

た
こ
と
に
あ
る
。
本
来
、
論
理
で
は
説
明
し
難
い
「
絶
対
矛
盾
自
己
同
一
」

で
は
あ
る
が
、
そ

れ
を
な
ん
と

か
説
明
し
よ
う
と
す
る
西
田
の
哲
学
的

姿
勢

を
形
成
し
た
と
い
り
意
義

が
あ
っ
た
と
思
う

の
で
あ
る
。

最
後

に
、
本
研
究

は
、
筆
者

の
今
後

の
目
標
で
あ

る
西
田
と
ホ
ワ
イ
ト
ヘ

ッ
ド
と
の
比
較
研
究

の
第
一

の
ス
テ

ッ
プ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
明
記

し
、

筆

を
置
く
こ
と
と

し
た
い
。

（
１
）
「
英
国
倫
理
学
史
」

の
成
立
年
代

は
未

確
定
。
明
治
三
十
七
年
頃

と

い

う
説

も
あ
る
。
し
か
し
、
茅
野
良
男
氏
の
明
治
二
十
九
年
成
立
説
が
自
然

だ
と
思

わ

れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
茅
野
良
男
「
西
田
幾
多
郎
初
期

の
思
索

を
め
ぐ

っ

て
」
（
茅
野
良
男
／
大
橋
良
介
編

『
西
田

哲
学
』

ミ
ネ

ル

ヴ
ァ
書
房
、

一
九
八

七
年
）
参
照
。

（

２

）
　

括

弧

内

の

数

字

は

『

西

田

幾

多

郎

全

集

』

の

巻

数

と

ペ

ー

ジ

数

を

示

す

。

以

下

同

様

。

（

３

）

『

善

の

研

究

』

の

西

田

の

表

記

で

は

、

「

イ

リ

ン

グ

ウ

ォ

ル

ス

」

と

な

っ

て

い

る

。

（
４
）
　
Ｊ

．
　
Ｒ
．
　
I
l
l
ｎ
ｇ
w
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
，
"
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
　
，
　
１
８
９
４
，
　
ｐ
．

３
８

．

（

５

）

『

善

の

研

究

』

で

言

及

さ

れ

て

い

る

『

霊

魂

の

不

滅

』

が

Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｃ

ｏ
ｎ

ｃ
ｅ
ｐ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｏ

ｆ

　
I
m
m
o

ｒ

ｔ
ａ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

”

で

あ

る

と

し

た

こ

と

は

『

西

田

幾

多

郎

全

集

』

附

録

巻

の

下

村

寅

太

郎

氏

の

記

述

に

依

拠

し

て

い

る

。

（
６
）
　
　
Ｈ
ａ
　
Ｔ
ａ
ｉ
　
Ｋ
ｉ
ｍ
:
　
Ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｏ
ｙ
ｃ
ｅ
'
,
　
ｉ
ｎ
：
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｎ
ｄ

Ｗ

ｅ

ｓ
ｔ

　
１
　
：
　
４

　（

１

９
５

２
）

，
　
ｐ
.
　

２
３
.

（
７
）
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
ｐ
．
　
２
４
，
　
参
照
。

（

８

）
　

Ｉ

ｂ
ｉ
ｄ
.

，
　
ｐ

．
　
２

５
，

参

照

。

（

９

）
　

リ

ヒ

ャ

ー

ル

ト

・

デ

デ

キ

ン

ト

／

河

野

伊

三

郎

訳

『

数

に

つ

い

て

』

岩

波

文

庫

、

一

九

八

二

年

、

第

二

編

「

数

と

は

何

か

、

何

で

あ

る

べ

き

か

」

。

（
1
0

）
　

序

だ

け

で

な

く

、

本

文

で

も

自

ら

の

「

自

覚

」

の

立

場

を

説

明

す

る

た

め

、

ロ

イ

ス

の

「

自

己

代

表

的

体

系

」

の

説

明

を

用

い

て

い

る

。

明

ら

か

に

影

響

を

受

け

て

成

立

し

た

と

思

わ

れ

る

。

（

1
1
）
　
先
述
の
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
　
（
Ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｔ
ｈ

，
　
１
９
７
６
）

の
附
録
。
な
お
、
サ
ン
タ
ヤ
ナ
は
、
ロ
イ
ス
が
真
に
言
い
た
い
こ
と
は
附
録
に

あ

る

と

か

ら

か

っ

て

い

る

。

（

1 2
）
Ｊ

．

Ｒ
ｏ
ｙ
ｃ
ｅ
，
　
”
Ｔ
ｈ
ｅ
　
W
o
ｒ
ｌ
ｄ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
"
,
　
１
９
７
６

，
　
ｐ
．
　
２
９
８
.
　
"
Ｓ
ｏ

ｗ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｔ
　
ａ
ｓ
　
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
　
ａ
ｓ
　
w
ｅ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｓ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
２
,
　
ｂ
ｙ
　
ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｅ
ｒ
m
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
　
■
,
 
e
t
c
,
"
か
ら
の
引
用
。
た
だ
し
、
ロ
イ
ス
も
マ
ー
ル
ブ
ル

ク

学

派

か

ら

の

影

響

で

「

極

限

概

念

」

を

用

い

て

い

る

。

（

1 3

）
　

例

え

ば

『

西

田

幾

多

郎

全

集

』

十

一

巻

、

二

五

八

頁

参

照

。

（
せ
り
ざ
わ
・
ひ
で
と
し
、
比
較
思
想
学
、
河
合
塾
講
師
）

学哲義主皿の米英と学哲田西讖前
－
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